
鹿児島市交通局 経営課 営業係

あなたの企業名が

まちの「電停名」になる。

鹿児島市電
ネーミングライツパートナー募集のご案内



電停ネーミングライツとは

電停の正式名称に続けて、貴社の名称を「副呼称」として表示・放送する権利です。

唐湊（小牧建設前） 電停

車内放送：「次は、正式名称、副呼称、…でございます」

（日本語2回＋英語1回）

正式名称はそのまま 届出上の電停名は変更せず、副呼称を後ろに付加。

長期で「地名」化
3年契約・最長6年。長く使われるほど、社名が地域の

呼び名として定着します。

媒体変更費は交通局負担
電停標識・路線案内図・車内放送等の表示変更と原状

回復の費用は交通局が負担します。



貴社名が露出する6つの媒体

① 電停標識（行灯）

上り・下り 計8面

② 電停内路線案内図

全37電停・計73面

③ 電車内路線案内図

全55両・計112面

④ 車内停留場名表示器

次停留場案内にスライド表示

※一部車両を除く

⑥ 電車内放送（音声）

全55両で日本語2回＋英語1回を放送

⑤ 市電・市バス路線図

年2万部発行＋アプリ売上1.8万件・局HP



数字で見る、露出のインパクト

最大 約250万人

年間乗降客数（鹿児島中央駅前電停）

55両 / 112面

全営業車両の車内路線案内図に掲載

37電停 / 73面

全電停の路線案内図に掲載

2万部＋1.8万件
路線案内図の年間発行部数＋モバイル乗車券
アプリ年間売上件数

※ 乗降客数は令和7年度実績。放送・表示は運行事情等により一部実施できない場合があります。



料金の目安（提案標準額）

乗降客数に応じた1年度分の標準額です。標準額を下回る提案も可能（非公表の下限額あり）。

電停 年間乗降客数（R7年度） 提案標準額 / 年（税込）

鹿児島中央駅前 約250万人 300万円以上

谷山 約200万人 200万円以上

郡元、いづろ通 100万〜200万人 150万円以上

鹿児島駅、市役所前、朝日通、高見馬場(1系統)、騎射
場、脇田

60万〜100万人 120万円以上

上記以外の電停 60万人未満 100万円以上

ネーミングライツ料は交通事業の運営に活用されます。



副呼称のルールと、もう一つのメリット

副呼称の主な条件

• 電停の所在地と場所的・地理的な関連性があ

ること（社名・店舗名・ブランド名等）

• 読み上げ 概ね15文字以内／表記 概ね10文字

以内

• 記号・顔文字・企業ロゴは不可

• 差別的表現・比較優良表現・難読なもの等は

不可

• 契約期間内の副呼称変更は原則不可

電停内での企業PRも可能

命名した電停内の既存設備や空きスペースを活用

し、企業PRを展開できます（交通局・関係機関

と協議の上）。

さらに、ベンチ・雨避け・照明の設置や清掃・プ

ランター等の待合環境向上の取組にも企業PRを

掲載可能。

→ 広告を超えた「地域貢献企業」としてのブラ

ンディングに。

活用例：唐湊電停（小牧建設前）



応募要件とスケジュール

主な応募要件

• 国内に本店・主たる事業所を有する法人等

• 対象電停から概ね一定距離に事務所等を有すること

• 電停周辺の美化など待合環境向上に努めること

• 十分な資力・信用を備えていること

• 風俗・貸金・ギャンブル関連等の除外業種に該当しな

いこと

主な審査基準

副呼称／提案額／契約期間／待合環境向上の提案／経営状

況／地域・社会への貢献度

1
R8.6.15(月)〜8.31(月)

申込書の受付（持参・郵送）

2

3

R8.9月中旬

選定結果の通知

３
R9.1月〜

副呼称の使用開始（3年間+α）



まずは、お気軽にご相談ください

申込に必要な書類

• 電停ネーミングライツ申込書（様式1）

• 事業者概要調書（様式2）

• 定款・登記簿謄本・直近の決算書類

• 会社概要が分かるパンフレット等

• 市税の滞納がないことの証明書

※様式は交通局HPからダウンロード可

お問い合わせ

〒890-0055 鹿児島市上荒田町37番20号

鹿児島市交通局 経営課 営業係

099-257-2102

ktkeiei-ei@city.kagoshima.lg.jp

受付：令和8年6月15日（月）〜8月31日（月）必着 ※土日・休日を除く 平日8:30〜17:15（12:00〜13:00を除く）
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